
K.G.C.ベーシックス 課題書籍リスト 

 

    

私が読んだこの一冊 ’14 

 
 
＜社会・歴史＞ 

  

 1 『キュレーションの時代 : 「つながり」の情報革命が始まる』 佐々木俊尚 (ちくま新書) 972 円 

 2 『非社交的社交性 : 大人になるということ』 中島義道 (講談社現代新書) 799 円 

 3 『イスラーム化する世界 : グローバリゼーション時代の宗教』 大川玲子 (平凡社新書) 820 円 

 4 『ふしぎなキリスト教』 橋爪大三郎 (講談社現代新書) 907 円 

 5 『歴史家が見る現代世界』 入江昭 (講談社現代新書) 864 円 

 6 『1995 年』 速水健朗 (ちくま新書) 820 円 

 7 『ルート 66 をゆく : アメリカの「保守」を訪ねて』 松尾理也 (新潮新書) 756 円 

 8 『先送りできない日本 : “第二の焼け跡”からの再出発』 池上彰 (角川 one テーマ 21) 781 円 

 9 『日本の選択 : あなたはどちらを選びますか?』 池上彰 (角川 one テーマ 21) 843 円 

10 『社会契約論 : ホッブズ、ヒューム、ルソー、ロールズ』 重田園江 (ちくま新書) 972 円 

11 『民主党政権失敗の検証 : 日本政治は何を活かすか』 日本再建イニシアティブ  

(中公新書) 972 円 

12 『黄禍論と日本人 : 欧米は何を嘲笑し、恐れたのか』 飯倉章 (中公新書) 928 円 

13 『近代日本の官僚 : 維新官僚から学歴エリートへ』 清水唯一朗 (中公新書) 993 円 

14 『来るべき民主主義 : 小平市都道 328 号線と近代政治哲学の諸問題』 國分功一郎  

(幻冬舎新書) 842 円 

15 『大阪 : 大都市は国家を超えるか』 砂原庸介 (中公新書) 907 円 

16 『競争と公平感 : 市場経済の本当のメリット』 大竹文雄 (中公新書) 842 円 

17 『マーケットデザイン : 最先端の実用的な経済学』 坂井豊貴 (ちくま新書) 842 円 

18 『戦後世界経済史 : 自由と平等の視点から』 猪木武徳 (中公新書) 1,015 円 

19 『里山資本主義 : 日本経済は「安心の原理」で動く』 藻谷浩介 (角川 one テーマ 21) 843 円 

20 『デフレの正体 : 経済は「人口の波」で動く』藻谷浩介 (角川 one テーマ 21) 781 円 

21 『経済大陸アフリカ : 資源、食糧問題から開発政策まで』 平野克己 (中公新書) 950 円 

22 『街場のメディア論』 内田樹 (光文社新書) 799 円 
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23 『日本辺境論』 内田樹 (光文社新書) 799 円 

24 『地図が読めないアラブ人、道を聞けない日本人』 Al-moamen Abdalla 

    (小学館１０１新書) 766 円 

25 『日本の年金』 駒村康平 (岩波新書) 885 円 

26 『家事労働ハラスメント : 生きづらさの根にあるもの』 竹信三恵子 (岩波新書) 864 円 

27 『反貧困 : 「すべり台社会」からの脱出』 湯浅誠 (岩波新書) 820 円 

28 『3.11 複合被災』 外岡秀俊 (岩波新書) 928 円 

29 『ルポ虐待 : 大阪二児置き去り死事件』 杉山春 (ちくま新書) 907 円 

30 『コーヒーが廻り世界史が廻る : 近代市民社会の黒い血液』 臼井隆一郎 (中公新書) 734 円 

31 『不完全な時代 : 科学と感情の間で』 坂村健 (角川 one テーマ 21) 781 円 

32 『看護の力』 川嶋みどり (岩波新書) 777 円 

33 『四大公害病 : 水俣病、新潟水俣病、イタイイタイ病、四日市公害』 政野淳子 (中公新書) 950 円 

34 『くまモンの秘密 : 地方公務員集団が起こしたサプライズ』 熊本県庁チームくまモン  

(幻冬舎新書) 885 円 

35 『鉄道と国家 : 「我田引鉄」の近現代史』 小牟田哲彦 (講談社現代新書) 799 円 

36 『TV ニュースのタブー : 特ダネ記者が見た報道現場の内幕』 田中周紀 (光文社新書) 907 円 

37 『となりのクレーマー : 「苦情を言う人」との交渉術』 関根眞一 (中公新書ラクレ) 777 円 

38 『グローバリゼーションの中の江戸』 田中優子 (岩波ジュニア新書) 885 円 

39 『人を見捨てない国、スウェーデン』 三瓶恵子 (岩波ジュニア新書) 885 円 

40 『高校生、災害と向き合う : 舞子高等学校環境防災科の 10 年』 諏訪清二  

(岩波ジュニア新書) 885 円 

41 『代理母問題を考える』 辻村みよ子 (岩波ジュニア新書) 885 円 

42 『社会の今を見つめて : TV ドキュメンタリーをつくる』 大脇三千代 (岩波ジュニア新書) 907 円 

43 『希望格差社会 : 「負け組」の絶望感が日本を引き裂く』 山田昌弘 (ちくま文庫) 756 円 

44 『ゆとり世代の愛国心』 税所篤快 (PHP 新書) 885 円 

45 『地方消滅』 増田寛也 (中公新書) 885 円 

46 『うわさとは何か : ネットで変容する「最も古いメディア」』 松田美佐 (中公新書) 907 円 

47 『論文捏造はなぜ起きたのか？』 松田美佐 (中公新書) 907 円 

48 『知らないと恥をかく世界の大問題<5> : どうする世界のリーダー？』 池上彰  

(角川 SSC 新書) 864 円 

49 『石油の埋蔵量は誰が決めるのか? : エネルギー情報学入門』 岩瀬昇 (光文社新書) 842 円 

50 『僕は君たちに武器を配りたい』 滝本哲史 (講談社文庫) 514 円 

51 『世界を知る力』 寺島実郎 (PHP 新書) 777 円 
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＜教養＞ 

 

52 『人類哲学序説』 梅原猛 (岩波新書) 820 円 

53 『聞く力 : 心をひらく 35 のヒント』 阿川佐和子 (文春新書) 864 円 

54 『「意識」とは何だろうか : 脳の来歴、知覚の錯誤』 下條信輔 (講談社現代新書) 799 円 

55 『わかりあえないことから : コミュニケーション能力とは何か』 平田オリザ  

(講談社現代新書) 799 円 

56 『「わかりやすさ」の勉強法』 池上彰 (講談社現代新書) 777 円 

57 『「空気」と「世間」』 鴻上尚史 (講談社現代新書) 864 円 

58 『こんなに違う!世界の国語教科書』 二宮皓 (メディアファクトリー新書) 799 円 

59 『宇宙は何でできているのか : 素粒子物理学で解く宇宙の謎』 村山斉 (幻冬舎新書) 864 円 

60 『生物と無生物のあいだ』 福岡伸一 (講談社現代新書) 799 円 

61 『できそこないの男たち』 福岡伸一(光文社新書) 885 円 

62 『ゾウの時間ネズミの時間 : サイズの生物学』 本川達雄 (中公新書) 734 円 

63 『ダンゴムシに心はあるのか : 新しい心の科学』 森山徹 (ＰＨＰサイエンス・ワールド新書) 864 円 

64 『ピカソは本当に偉いのか?』 西岡文彦 (新潮新書) 784 円 

65 『デザインの教科書』 柏木博 (講談社現代新書) 777 円 

66 『ドラえもん学』 横山泰行 (PHP 新書) 756 円 

67 『ロックの歴史』 中山康樹 (講談社現代新書) 864 円 

68 『マイケル・ジャクソン』 西寺郷太 (講談社現代新書) 799 円 

69 『AKB48 とブラック企業』 坂倉昇平 (イースト新書) 928 円 

70 『歌舞伎 : 家と血と藝』 中川右介 (講談社現代新書) 1,296 円 

71 『ウルトラマンが泣いている : 円谷プロの失敗』 円谷英明 (講談社現代新書) 799 円 

72 『ストライカーのつくり方 : アルゼンチンはなぜ得点を量産できるのか』 藤坂ガルシア千鶴 

    (講談社現代新書) 799 円 

73 『言葉と歩く日記』 多和田葉子 (岩波新書) 820 円 

74 『なぜ孫悟空のあたまには輪っかがあるのか?』 中野美代子 (岩波ジュニア新書) 885 円 

75 『ロボット創造学入門』 広瀬茂男 (岩波ジュニア新書) 907 円 

76 『うま味って何だろう』 栗原堅三 (岩波ジュニア新書) 885 円 

77 『脳科学の教科書』 理化学研究所 （岩波ジュニア新書) 993 円 

78 『さわっておどろく！ : 点字・点図がひらく世界』 広瀬浩二郎 (岩波ジュニア新書) 850 円 

79 『まねが育むヒトの心』 明和政子 (岩波ジュニア新書) 928 円 

80 『思考の整理学』 外山滋比古 (ちくま文庫) 561 円 

81 『タモリ論』 樋口毅宏 (新潮新書) 734 円 

82 『なぜ時代劇は滅びるのか』 春日太一 (新潮新書) 777 円 

83 『桜は本当に美しいのか : 欲望が生んだ文化装置』 水原紫苑 (平凡社新書) 928 円 
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84 『犬の伊勢参り』 仁科邦男 (平凡社新書) 864 円 

85 『おとなの教養 : 私たちはどこから来て、どこへ行くのか?』 池上彰 (NHK 出版新書) 842 円 

 

 

＜人生論＞ 

 

86 『挫折を愛する』 松岡修造 (角川 one テーマ 21) 843 円 

87 『「上から目線」の時代』 冷泉彰彦 （講談社現代新書) 820 円 

88 『就活のバカヤロー : 企業・大学・学生が演じる茶番劇』 石渡嶺司 (光文社新書) 885 円 

89 『葬式は、要らない』 島田裕巳 (幻冬舎新書) 799 円 

90 『なぜ僕はドキュメンタリーを撮るのか』 想田和弘 (講談社現代新書) 820 円 

91 『やらなきゃゼロ! : 財政破綻した夕張を元気にする全国最年少市長の挑戦』 鈴木直道 

    (岩波ジュニア新書) 700 円 

92 『「中国残留婦人」を知っていますか』 東志津 (岩波ジュニア新書) 885 円 

93 『理系女子 (リケジョ) 的生き方のススメ』 美馬のゆり (岩波ジュニア新書) 907 円 

94 『正しいパンツのたたみ方 : 新しい家庭科勉強法』 南野忠晴 (岩波ジュニア新書) 885 円 

95 『幸福論』 Bertrand Russell (岩波文庫) 842 円 

96 『新選組一番組長沖田総司の生涯』 菊地明 (新人物文庫) 791 円 

97 『旅人 : ある物理学者の回想』 湯川秀樹 (角川ソフィア文庫) 937 円 

98 『砂漠の女ディリー』 Waris Dirie (草思社文庫) 1,026 円 

99 『無国籍』 陳天璽 (新潮文庫) 596 円 

100 『すべては一杯のコーヒーから』 松田公太 (新潮文庫) 561 円 

101 『もの食う人びと』 辺見庸 (角川文庫) 740 円 

102 『人に強くなる極意』 佐藤優 (青春新書) 905 円 

103 『リンゴが教えてくれたこと』 木村秋則 (日経プレミアシリーズ) 918 円 

104 『悩む力』 姜尚中 (集英社新書) 734 円 
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